
明治末，日本に誕生した近代的な百貨店では，都市の新中間層を顧客に取り込むために様々な販
売戦略を駆使した。呉服柄など流行の人為的操作を行い，呉服以外にも子ども用品や家具雑貨など
新たな市場を開拓し，雛祭りや七五三，婚礼といった消費イベントを積極的に活用していく。新た
な消費者である中間層は，自らの社会的な地位を顕示するための良い趣味を，商品を購入するとい
う手軽な手段で獲得しようとし，初期百貨店は彼らに対して「良い趣味」を提供する役割を担った。
この時期の三越呉服店の活動において特に注目されるのが，江戸的な趣味の影響力の大きさである。
地方から都市に流入した中間層は，自らの趣味の欠如を埋めるため，百貨店の周辺に集まっていた
好事家たちの趣味を模倣するという行動をとった。好事家たちの江戸的で風流な趣味が，中間層に
とっての憧れとなり，彼らの消費傾向を規定していったのである。

こうした事実は，明治末から昭和初期にかけて三越呉服店で販売され，人気を博していた人形玩
具と風流道具に，最もよく表れている。本論では三越呉服店のＰＲ誌に掲載されていたこの 2 種の
商品に焦点を当て，一部の好事家の趣味が百貨店という場を介して大衆化されていく過程で，商品
デザインがどのように変化していくのかについて，考察を試みた。商品を詳細に見ていくと，好事
家の人形玩具収集趣味は，百貨店の雛人形販売の中で大衆向けの商品に置き換えられ，また実業エ
リート達による茶の湯の風流な趣味は，「風流道具」と称される茶道具やその周辺の家具雑貨類を
通して，頒布会などで大衆に広められていったことがわかる。どちらにも共通して見られるのは，
江戸的な趣味を継承していた一部の私的なコミュニティの美意識は，大衆化とともに，判り易い定
型化された表象に置き換えられ，手軽に購入しやすい「商品」として生産されていくという特徴で
あった。これらは近代以降の大衆消費デザインを考える上で，重要な一側面であるといえる。
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